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木津川市立図書館協議会 会議経過要旨 

会 議 名 平成３０年度 第３回 木津川市立図書館協議会 

日 時 

 

平成３１年３月６日（水） 

午後２時～４時 

 

場 所 
木津川市立中央図書館  
２階 視聴覚室 

出 席 者 

委 員 

■：出席 

□：欠席 

■中下和男会長   ■池田加津子副会長 ■河瀨敦子委員  

■下浦悦子委員  ■西岡清美委員   ■福森真知委員  

■松本也寿子委員 ■山本欽一委員    ■渡邉美秀子委員 

事 務 局 
大内図書館長、山岡中央図書館係長、 

森井加茂図書館主査、宮浦中央図書館主査 

傍 聴 者 ０名  

議 題 

 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 議題 

  ・視察研修のまとめ（奈良市立北部図書館） 

  ・平成３１年度図書館運営について 

  ・その他 

４ 閉会 

会議結果要旨 

 

 

 

１ 開会 

  ・開会宣言 

委員９名全員の出席により、会議が成立していることを確認した。 
 

２ 会長あいさつ 

   中下会長より開会のあいさつがあった。 
 

３ 議題 

   中下会長が議長となり、議事を進行した。 
 

・視察研修のまとめ（奈良市立北部図書館） 

事務局より資料に基づき説明した。 

説明内容について、大筋の了解があった。 
 

・平成３１年度図書館運営について 

事務局より資料に基づき説明した。 

説明内容について、大筋の了解があった。 
 

 

・その他 

事務局より資料に基づき説明した。 

説明内容について、大筋の了解があった。 
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４ 閉会 

   池田副会長より閉会のあいさつがあった。 
 

 

会議経過要旨 

◎：会長 

○：委員 

  ⇒：館長   

  →：事務局 

 

 

１ 開会 ～ ２ 会長あいさつ 

会議結果要旨のとおり。 
 

３ 議題 

・視察研修のまとめ（奈良市立北部図書館） 
 

【資料】 資料１ 平成３０年度木津川市立図書館協議会管外視察研修 

【説明】 資料１の内容に沿って、視察研修の概要を説明した。 

【主な質疑・応答】 

◎：特にご意見等無いようなので、本件はこのようにさせていただく。 

 

・平成３１年度図書館運営について 
 

【資料】 資料２ 平成３１年度図書館運営について 

【説明】 

 平成３１年度の図書館運営全般の予定について、資料に基づき説明。 

 予算については、主に、管理事業費で山城図書館の電灯 LED 化が一旦終

了し来年度予算を減額したこと、運営事業費では移動図書館廃止に伴い委

託料や整備費、燃料費が減額になったこと、図書購入費は平成３０年度と

同額で計上していること、またシステム更新により図書館システム賃借料

が増額になっていること、奈良市立北部図書館の広域連携負担金を９／３

０以降の実績により計上していることなどを説明。 

 その他、来年度開館予定、事業計画案、図書館スタートセット、図書館

システム更新についてなど、資料の内容に沿って説明。 

【主な質疑・応答】 

◎：この新しいシステムの機能強化については、学校等へ周知してもらっ

た方がいい内容もあったと思うが、その辺りは次年度の予定か。読書記

録のレシート発行などは子どもも喜ぶ内容だと思う。 

→：学校への広報は予定していないが、新機能について各館に掲示する準

備をしている。また、広報や図書館ホームページ等で使い方ガイドを掲

載できればと思っている。 

◎：いろいろと機能強化した点を広報していただきたい。 

 他、特にないようなら、本件はこのようにさせていただく。 

 

・その他 
 

【資料】 資料３ 本年度課題の経過報告について 

【説明】  

 本年度課題の経過報告として、１．奈良市立北部図書館の利用状況につい

て、利用登録者や貸出人数と冊数の推移を説明。 

 次に２．移動図書館の廃止について、廃止の決定後、市民の方からよせ

られた主な意見等の内容を説明し、最終巡回時の貸出本対応として、３月
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に返却本の回収にうかがうこととし、その旨、市広報への折込チラシ等で

周知を行ったことを説明。 

また、「いずみ号」の引退記念事業として、はなむけのメッセージ募集や

利用者へ記念の手作りミニブックをプレゼントしたことを説明。 

なお、いただいたメッセージは、その都度、「いずみ号」内に掲示・披露

し、巡回を終えたことを説明。 

３．その他として、図書館の利用者アンケートを２月から３月末までの

期間、来館者を対象に実施しており、主に開館時間に関する利用者ニーズ

等の把握と、図書館運営や利用者サービス充実等の検討の参考として、内

容分析等を行った後に、図書館協議会へ意見をうかがう予定である旨を説

明。 

また、２月末時点でのアンケート数と来館者数、その比率を伝えた。 

なお、参考として、近隣の城陽市立図書館が利用者アンケートを経て、

開館時間等を変更される新聞報道があったことを報道資料とともに伝え

た。 

【主な質疑・応答】 

◎：アンケートの対象を中学生以上とした理由は何か。 

⇒：今現在の利用されている年齢層は構成が二極化しており、小さい子供

とその保護者、またもう一つの局面は年齢の高い方と言うところ。お勤

めされている方の利用は比較的少ない状況。中学生などの学生の利用が

一番少ないので、今回は中学生以上という形をとらせていただいた。 

◎：集計結果について、協議会としてのみなさんの意見を伺いたいので、

公表の前に協議会に諮ってもらいたいと思う。 

○：来館者だけということで、実際に利用されている方を対象にしている

のはいいと思う。最後の問３の住所のところで、木津エリアにカッコで

詳細の地域が書かれている。これに〇はつけられているか。 

⇒：梅美台・州見台・城山台については、新たに移り住んでこられている

方が多く、ある程度具体的に書いておかないと分からないと思われたの

で、木津エリアだけは、詳細に記載した。 

○：いずみ号の巡回地域と兼ねて分析ができるようなら、活用がすごく豊

かになると感じた。 

⇒：大きく木津・加茂・山城エリアを把握できればという発想だった。中

には地域に〇をされている方も多少あるが、全部ではないので。 

○：朝日年鑑などのような毎年の主な時事が掲載された年鑑は購入してい

ないのか。かなり古いものがあるが、新しいのは入っていない。図書館

として新しい情報はどのようなものを用意しているのか。 

⇒：アンケートでも蔵書のあり方について、いろんな意見をいただいてい

る。偏りがある、この分野の蔵書を増やして欲しいなど。本の買い方も、

毎年同じ調子でするのではなく、いろんな意見なり状況も踏まえて購入

していく必要があると考えている。ニーズやリクエストが多いから、そ

の本だけを買うというのではなく、資料収集という意味のメリハリをつ
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けて、今後、蔵書を増やしていければ。 

このアンケートのご意見もしっかりと受け止めて、今後、皆さんといっ

しょに考え進めていければと思っている。 

 

－休憩・「いずみ号」内のメッセージを見学－ 

 

○：北部図書館の利用はどうか。 

⇒：奈良市立北部図書館の利用については、移動図書館の廃止の影響だけ

ではなく、開始前の事前利用申込み時点から来られる方は、図書館を利

用されていない方も多かったように思っている。また加茂や山城からも

足を運ばれている方も比較的多く、全体の１割程度と説明したようにそ

れなりの利用のなかで、平たく市民が利用されていると見受けられる。 

◎：登録者数が増えているというのは、はじめは近くの方が増えるけれど、

後は周辺部の方が相対的には増えていると。 

⇒：当初はもちろん増えるが、ここ数か月、しばらくは１００人程、まだ

まだ登録されているというのはいいことだと思っている。広報等につい

ても定期的に継続的にしていきたいと思っている。 

○：交通のアクセス、きのつバスがどれだけ走っているのか分からないが、

お年寄りの方にはどうなのか。口コミなんかがいいのかもしれないが。 

⇒：アクセスについては折を見て、こういうアクセスで利用できますとい

うところまでの広報をしていきたいと思っている。時折、そのような問

い合わせもあるので。 

 また、若干話しが反れるが、奈良市との連携のなかで木津川市、奈良市、

互いの情報発信できるように、北部図書館の中に、木津川市民向けのパ

ンフレットを置けるスペースも確保して木津川市の情報を発信できる

ようにしている。そういった形で、徐々に連携、または情報発信を進め

ている。 

◎：今後の視察の際に、先進的に取り組んでおられる図書館協議会があれ

ば、視察の際に併せて、交流を図りたい。全ての委員が揃ってというの

は難しいと思うが、向うの図書館協議会の代表の方等と、若干、状況を

お話しできればありがたい。できる範囲内で考えていただければ。 

⇒：了解した。 

◎：他、特にないようなら、本件はこのようにさせていただく。 

 

４ 閉会 

会議結果要旨のとおり。 

 以上   
 

 
その他特記事項 

 
なし 

  


